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いもち病からイネを守る細胞外タンパク質 (CBMIP) の発見 

― CBMIP はイネの細胞壁を守り、いもち病菌の感染を抑える ― 

 

概要 

公益財団法人岩手生物工学研究センターの竹田匠 主任研究員、京都大学大学院農学

研究科の寺内良平 教授らの共同研究グループは、イネ由来の細胞外タンパク質である 

CBM1-Interacting Protein (CBMIP) がいもち病菌の特異なタンパク質である Carbo-  

hydrate Binding Module 1 (CBM1) の作用を阻害し、いもち病菌の感染を抑制してい

ることを世界で初めて発見しました。 

いもち病菌はイネなどの穀物に感染するカビです。いもち病菌はイネに感染するた

め、多糖分解酵素を使い、イネの細胞壁を分解します。特にCBM1 を有する多糖分解

酵素は、効率的に細胞壁を分解するため、いもち病菌にとっては強力な武器となってい

ます。これに対して、イネは 細胞外にCBMIP を分泌し、CBM1の作用を阻害すること

により細胞壁の分解を阻止します。これにより、イネはいもち病菌の感染を抑制してい

ます。今後、CBMIPを高度に生産させることにより、病気に強いイネ品種の作出が可

能になります。 

本成果は、2022年9月29日に国際学術誌「PLOS Pathogens」にオンライン掲載さ

れました。 
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１．背景 

いもち病は、いもち病菌というカビによって、イネをはじめとする穀物の葉や穂が

枯れてしまう世界10大作物病害の一つで、年間約６千万人分の食料が失われていま

す。いもち病菌に対するイネの耐病性の仕組みを解明および利用することにより、こ

の病気に強いイネ品種の作出が可能となります。これにより、農作物の収量増加や安

定供給に貢献することができます。 

 

２．研究成果 

いもち病菌は 、CBM1 (Carbohydrate Binind Module 1) を有する多糖分解酵素を用

いて、イネの細胞壁を分s解し、菌糸を細胞内に伸展させます（図１ 左）。本研究で

は、イネがいもち病菌由来の CBM1 を無機能化し、多糖分解酵素による細胞壁の分解

を阻害するタンパク質を分泌・利用していること（図1 右）を世界で初めて発見しまし

た。このタンパク質を CBMIP (CBM1 Interacting Protein, CBM1結合タンパク質)と名

付けました。また、CBMIP をたくさん作るイネ（CBMIP 強化型）はいもち病菌に強

くなりました（図２）。これらの結果から、 CBMIP は、イネをいもち病菌から守る重

要な働きをしていることを証明できました。 

 

３．波及効果、今後の予定 

今後、CBMIP を高レベルに生産するイネを探索し、その機能を明らかにすることに

より、いもち病に高度な耐病性を有するイネの作出を目指します。また、CBMIP はイ

ネだけでなく、広く陸上植物に存在するため、多種の作物の耐病性強化に利用するこ

とができ、これにより、農作物の収量増加や安定供給に貢献できます。 
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図１.  CBM1を有する分解酵素が効率的に細胞壁を分解し、いもち病菌は細胞壁を突破する

（左）。一方、CBMIP が CBM1と結合し、その機能を阻害すると、いもち病菌は細胞壁を突破

できない（右）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.  CBMIPを普通より多く作るイネ（CBMIP強化型）は野生型に比べ、いもち病菌に強く

なった (A; いもち病菌が感染したイネ葉の写真、B; いもち病菌の感染レベルを測定した結

果)。 

 

＜研究プロジェクト＞ 

 本研究は、（公財）岩手生物工学研究センター、京都大学農学研究科、岩手大学、東京農業大学、の共

同研究により遂行されました。また、本研究は、日本学術振興会科学研究費基盤研究(C) 「植物アポプラ

ストにおける病原菌に対する防御メカニズム」18K06121、日本学術振興会科学研究費基盤研究(S) 「イ

ネ-いもち病相互作用の分子機構の解明」15H05779、基盤研究(S) 「イネNLR抵抗性遺伝子の機能と進化

の解明」20H05681、等の助成を受けて実施されました。 

 

＜用語解説＞ 

CBMIP : CBM1-Interacting Protein の略語。世界で初めてイネから発見されたタンパク質であり、CBM

1 の作用を阻害し、耐病性に貢献している。 
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CBM1 : Carbohydrate binding module family1 の略語。カビ（糸状菌）が特異的に有する多糖結合部位

であり、多糖分解酵素の分解力を大きくアップさせる。 

 

＜研究者のコメント＞ 

イネが有する新規な耐病性機構の解明であります。 

 


